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２
０
１
８
年
６
月
23
日
に
、

公
益
財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会

定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
１
８
年
期
理
事
23
名
と
監
事

３
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
直
ち

に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
理
事
会
に

お
い
て
、
代
表
理
事
（
理
事
長
）

と
業
務
執
行
理
事
９
名
が
選
出
さ

れ
、
２
０
１
８
年
期
の
運
営
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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取
り
巻
く
社
会
環
境 

�

広
が
る
貧
困
格
差

社
会
保
障
費
の
支
出
で
は
「
自

然
増
削
減
」が
継
続
さ
れ
た
結
果
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
占
め
る
社
会
保
障
費

の
支
出
割
合
は
３
年
連
続
で
減
少

し
ま
し
た
。
ま
た
実
質
賃
金
の
低

下
も
相
ま
っ
て
、
貧
困
と
格
差
の

深
刻
度
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

貧
困
格
差
の
流
れ
は
、
80
年
代

に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
拡
大
し
始
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
「
一
億
総
中

流
」
と
い
う
幻
想
の
も
と
、
格
差

拡
大
は
放
置
さ
れ
続
け
て
き
た
ば

か
り
か
、
消
費
税
の
導
入
、
高
所

得
層
の
所
得
税
率
の
引
き
下
げ
な

専務理事
平賀　秀法
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ど
、
格
差
拡
大
を
助
長
す
る
税
制

改
定
が
行
な
わ
れ
続
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
政
策
に
よ
っ
て
、
格
差

拡
大
と
同
時
に
社
会
保
障
の
解
体

が
進
み
、
生
活
保
護
費
の
引
き
下

げ
な
ど
は
、「
最
低
賃
金
が
上
が

ら
な
い
」「
住
民
税
の
非
課
税
基

準
も
下
が
る
」
な
ど
、
他
の
制
度

に
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
格
差
拡
大

の
事
実
を
認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
日
本
の
貧

困
率
は
高
い
と
指
摘
す
る
と
「
こ

の
貧
困
率
の
計
算
方
法
は
日
本
に

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
」
と
言
い
、

実
質
的
に
否
定
で
き
な
く
な
る
と

「
格
差
が
あ
る
の
は
当
然
だ
」
と

開
き
直
り
、
国
民
の
声
に
耳
を
傾

け
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
歴
代
政
府

が
、
格
差
拡
大
と
貧
困
の
増
大
と

い
う
事
実
か
ら
目
を
そ
む
け
、
対

策
を
怠
っ
て
い
る
う
ち
に
、
非
正

規
労
働
者
を
激
増
さ
せ
、
膨
大
な

低
取
得
者
層
が
作
ら
れ
、
生
存
に

必
要
な
最
低
限
の
収
入
も
得
ら
れ

な
い
「
絶
対
的
貧
困
」
者
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

■
社
会
保
障
の
解
体

政
府
は
こ
う
し
た
国
民
生
活
の

実
態
を
無
視
し
、
２
０
１
９
年
度

～
２
０
２
１
年
度
も
同
様
に
「
社

会
保
障
関
係
費
の
伸
び
を
、
最
大

で
も
３
年
間
で
１
．
３
兆
円
以
下

に
抑
制
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
費
の
削
減
や
国
民
健
康

保
険
の
都
道
府
県
移
管
に
よ
る
保

険
料
の
値
上
げ
、
介
護
保
険
利
用

料
の
値
上
げ
な
ど
、
負
担
増
と
給

付
抑
制
を
強
引
に
進
め
る
も
の
で

す
。２

０
１
８
年
６
月
の
経
済
財
政

諮
問
会
議
に
示
さ
れ
た
骨
太
原
案

は
、「
社
会
保
障
は
歳
出
改
革
の

重
点
分
野
で
あ
る
。
社
会
構
造
の

変
化
に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
可

能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
目

指
す
こ
と
で
、
国
民
が
将
来
に
わ

た
る
生
活
に
安
心
感
と
見
通
し
を

持
っ
て
人
生
設
計
を
行
い
、
多
様

な
形
で
社
会
参
加
で
き
る
、
質
の

高
い
社
会
を
実
現
す
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、
社
会
保
障

制
度
が
経
済
成
長
を
支
え
る
基
盤

と
な
り
、
消
費
や
投
資
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
。
同
時
に
、
社
会

保
障
制
度
の
効
率
化
を
通
じ
て
、

国
民
負
担
の
増
加
の
抑
制
と
社
会

保
障
制
度
の
安
定
の
両
立
を
図

る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
が
目
指
し
て
い
る
こ
と

は
、
第
一
に
、
国
家
財
政
と
大
企

業
の
社
会
保
障
に
係
る
費
用
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に

財
源
を
消
費
税
に
限
定
し
、「
共

助
」
を
強
調
し
、
国
民
負
担
を
大

幅
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
。第
二
に
、

公
的
に
保
障
す
る
医
療
や
介
護

を
、
営
利
化
・
産
業
化
し
て
成
長

戦
略
に
組
み
込
ん
で
、
民
間
投
資

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
。
第

三
に
、「
地
域
共
生
社
会
」
を
打

ち
出
し
、
新
自
由
主
義
改
革
・
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
対
応
の
地
域
開
発

と
社
会
保
障
に
対
す
る
公
的
責
任

を
放
棄
し
、
そ
の
権
利
性
を
否
定

し
、
地
域
の
疲
弊
に
対
し
住
民
自

身
の
対
応
策
を
強
制
す
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
社
会
保
障
を
更
に
解

体
し
、
営
利
企
業
の
儲
け
の
対
象

と
し
、
国
民
に
自
己
責
任
と
し
て

負
担
増
を
強
い
る
も
の
で
す
。

■
２
０
１
８
年
期
の
課
題

経
営
戦
略
の
推
進

２
０
１
６
年
期
で
策
定
し
た

経
営
構
造
転
換
五
ヶ
年
計
画
は
、

社
会
保
障
の
削
減
政
策
が
進
め

ら
れ
る
中
、
大
幅
な
収
益
性
が

見
込
め
な
い
経
営
環
境
に
あ
る

た
め
、
収
益
増
を
目
的
と
し
た

新
た
な
取
り
組
み
は
進
め
つ
つ

も
、
費
用
構
造
の
見
直
し
を
主

要
課
題
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
度
決
算
で
は
、
事
業

収
益
１
５
９
億
39
百
万
円
（
予
算

比
99
．
０
％
／
前
年
比
１
０
０
．

８
％
）、
経
常
利
益
４
億
28
百
万

円
、
当
期
損
益
で
４
憶
37
百
万
円

（
予
算
比
１
６
８
．
７
％
／
前
年

比
４
７
６
．
４
％
）
の
黒
字
決
算

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
事

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
も
12
億
円

（
収
益
比
７
．
８
％
）
を
確
保
し
、

経
営
構
造
転
換
五
ヶ
年
計
画
で
掲

げ
た
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
８
年
度
予
算

の
必
要
利
益
で
は
、
大
型
設
備
投

資
に
備
え
た
資
産
取
得
資
金
２
億

円
を
含
め
た
５
億
円
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
残
念
な

が
ら
予
算
計
画
で
の
到
達
は
４
憶

５
千
万
円
に
止
ま
っ
て
い
ま
す
。

必
要
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
収
益
増
と
費
用
削
減
の
両
面

で
検
討
を
重
ね
事
業
活
動
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
人
中
長
期
事
業
計
画
の
策
定

第
７
次
地
域
医
療
計
画
の
も

と
、
診
療
圏
ご
と
の
病
床
機
能
の

選
択
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

や
県
の
施
策
に
対
応
す
る
た
め
、

個
々
の
事
業
所
の
位
置
づ
け
と
事

業
内
容
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
建
設
か
ら
30
年
以
上
経

過
す
る
泉
病
院
や
古
川
民
主
病
院

の
構
想
づ
く
り
を
急
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
想

は
、
法
人
全
体
の
経
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
場
合

に
よ
っ
て
は
事
業
活
動
の
見
直
し

も
含
め
包
括
的
な
検
討
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

加瀬沼公園
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■
新
人
事
賃
金
制
度
へ
の
移
行

新
人
事
賃
金
制
度
は
、
三
つ
の

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
制
度
設
計

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
に
、

階
層
別
の
役
割
に
基
づ
い
た
賃
金

制
度
と
し
、
役
割
を
担
っ
て
い
る

職
員
の
納
得
性
を
高
め
る
こ
と
。

第
二
に
、
人
事
評
価
制
度
を
処
遇

に
反
映
さ
せ
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
貢
献
が
報
わ
れ
る
仕
組
み
と
す

る
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
シ
ン

プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
賃
金
制
度

と
す
る
こ
と
で
す
。

新
し
い
賃
金
制
度
で
は
階
層
別

の
役
割
を
明
確
に
し
、
人
事
評
価

制
度
の
結
果
を
踏
ま
え
て
一
部
処

遇
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
誰
に
何
を

報
い
る
た
め
の
処
遇
か
を
誰
か
ら

見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
す
。

新
た
な
人
事
賃
金
制
度
に
移
行
す

る
に
あ
た
っ
て
は
、
厚
生
協
会
の

中
心
を
担
っ
て
欲
し
い
若
年
層
の

年
収
を
引
上
げ
る
一
方
、
職
位
に

よ
っ
て
は
定
昇
額
を
一
定
抑
え

る
、
と
い
う
厳
し
い
側
面
も
併
せ

も
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
の

政
策
（
地
域
医
療
計
画
や
社
会
保

障
費
の
抑
制
）
と
協
会
の
将
来
を

照
ら
し
合
わ
せ
た
と
き
、
現
行
賃

金
制
度
と
こ
れ
ま
で
の
や
り
方
で

は
、
将
来
の
展
望
が
生
み
出
せ
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
丁
寧
に
説

明
し
、
理
解
を
得
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
が
目
指
す
も
の

わ
た
し
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法
で
認
め

ら
れ
た
生
存
権
と
平
等
権
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
生
存
権
を
脅
か

し
、
貧
困
の
存
在
が
明
ら
か
に
な

っ
て
も
対
策
を
取
ろ
う
と
し
な
い

現
実
に
目
を
向
け
、
変
え
る
行
動

を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
民
医
連
綱

領
の
も
と
、
地
域
や
共
同
組
織
の

方
々
と
と
も
に
、
憲
法
９
条
改
憲

反
対
の
声
を
さ
ら
に
広
げ
、
消
費

税
増
税
、
医
療
・
介
護
・
年
金
改

悪
に
反
対
し
、
平
和
と
社
会
保
障

の
充
実
を
求
め
る
運
動
を
強
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
０
１
８
年
期
理
事
会
が
目
指

す
こ
と
は
、
現
状
に
安
住
す
る
こ

と
な
く
、
恒
久
的
な
「
経
営
構
造

の
転
換
」
を
行
う
こ
と
で
す
。
新

た
な
問
題
が
顕
在
化
す
る
中
で
、

対
応
を
明
確
に
示
し
、
国
民
の
生

存
権
を
脅
か
す
よ
う
な
政
策
（
社

会
保
障
の
後
退
）
に
抗
し
な
が
ら

も
、
将
来
を
見
据
え
、
地
域
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
法
人
と
し
て
発
展

し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
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名
称
を
「
宮
城
民
医
連
医

局
同
窓
会
」
に
発
展
変
更

６
月
30
日
（
土
）
～
７
月
１
日

（
日
）、ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
に
て
、

「
第
４
回
宮
城
民
医
連
医
局
同
窓

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
震
災
を
は
さ
み
、
２
０
１
０

年
以
来
８
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
前
回
と
同
規
模
の
51

名
（
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
17
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
同
窓
会
会
長
の
木
村

守
和
先
生
が
あ
い
さ
つ
。
参
加
さ

れ
た
先
生
方
へ
の
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
被
災
地
支
援
の
受

け
入
れ
と
外
部
の
方
々
と
の
交
流

の
中
で
、
偶
然
、
齋
藤
禎
量
先
生

（
宮
城
厚
生
協
会
元
理
事
長
）
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
か
ら
、
坂
病
院
や
厚
生
協

会
だ
け
で
な
く
、
医
療
生
協
法
人

の
事
業
所
（
松
島
海
岸
診
療
所
や

し
ば
た
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で
勤

務
す
る
医
師
も
増
え
た
こ
と
に
伴

い
、「
宮
城
民
医
連
医
局
同
窓
会
」

（
前
回
ま
で
は
「
宮
城
厚
生
協
会

医
局
同
窓
会
」）
と
名
称
も
発
展

変
更
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。各

分
野
の
活
発
な 

　
　

取
り
組
み
状
況
紹
介

小
熊
信
宮
城
厚
生
協
会
理
事
長

の
あ
い
さ
つ
後
、
今
回
は
、
宮
城

挨拶する同窓会
会長の木村先生

小熊理事長が挨拶

８
年
ぶ
り
の
再
会
、 

大
い
に
交
流
を
深
め
る

宮
城
民
医
連
医
師
部
事
務
局
次
長　

萩
原　
　

修

第4回
「宮城民医連医局同窓会」開催



（5）2018年7月21日（土） 厚生協会だより 第350号

で
の
医
療
活
動
の
紹
介
（
震
災
後

の
坂
総
合
病
院
の
活
動
状
況
：
内

藤
孝
院
長
、「
み
ち
の
く
総
合
診

療
医
学
セ
ン
タ
ー
の
到
達
点
と
今

後
の
取
り
組
み
：
小
幡
篤
セ
ン
タ

ー
長
」、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
活
動
報

告
と
し
て
、「
乳
が
ん
診
療
」（
宮

城
由
美
癌
研
究
所
有
明
病
院
乳
腺

外
科
副
部
長
）
と
「
心
臓
核
医
学

検
査
」（
木
曽
啓
祐
国
立
循
環
器

病
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
Ｒ
Ｉ
医

長
）
と
お
二
人
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
の
最
先
端
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
藤
院
長
の
お
話
は
、こ
の
間
、

各
分
野
で
行
わ
れ
て
き
た
震
災
の

被
害
と
そ
の
中
で
の
医
療
活
動
と

今
日
ま
で
の
ス
ケ
ッ
チ
的
内
容
。

小
幡
セ
ン
タ
ー
長
は
、
県
連
の
総

合
診
療
分
野
の
立
ち
上
げ
前
史
か

ら
、「
み
ち
の
く
総
合
診
療
医
学

セ
ン
タ
ー
」
立
ち
上
げ
の
経
過
・

そ
の
後
の
実
践
、
家
庭
医
・
総
合

医
の
養
成
、
外
部
の
そ
の
分
野
の

方
々
の
協
力
（
伴
名
大
教
授
、
徳

田
教
授
、藤
沼
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
他
）

な
ど
も
あ
っ
て
、
名
に
恥
じ
な
い

前
進
を
し
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
城
先
生
は
、
乳
が
ん
診
療
、

特
に
外
科
分
野
で
の
手
術
の
過
去

と
現
在
（
手
術
方
法
の
変
遷
と
再

建
・
温
存
手
術
）、
分
子
標
的
薬

を
中
心
と
し
た
新
し
い
化
学
療
法

（
急
速
な
発
展
で
、
腫
瘍
内
科
医

と
の
専
門
分
化
、
協
力
し
た
診
療

が
重
要
に
な
っ
て
き
た
）、
有
名

外
国
女
優
の
手
術
で
注
目
を
集
め

た
遺
伝
子
診
断
と
早
期
治
療
の
動

向
に
も
触
れ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

坂
病
院
で
学
ん
だ
手
術
の
基
礎
や

外
科
医
と
し
て
の
考
え
方
が
、
今

日
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
の
お
話

に
、参
加
者
は
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。

木
曽
先
生
は
、
先
ご
ろ
自
ら
も

参
加
し
て
ま
と
め
た
心
臓
核
医
学

分
野
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
触
れ
な

が
ら
、
今
年
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
大
き
な
変
化
の
あ
っ
た
「
冠
動

脈
虚
血
」
の
正
確
な
評
価
と
診
断

に
つ
い
て
、
最
先
端
の
知
見
を
交

え
て
講
演
し
ま
し
た
。
共
に
研
究

す
る
医
師
も
、
診
療
所
や
中
小
病

院
を
経
験
し
、
臨
床
経
験
豊
か
な

医
師
が
、
研
究
中
心
に
分
野
を
変

え
て
最
先
端
の
仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
若
い
先
生
方
の
話
も
聞
き
た

い
」
と
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方

の
リ
ク
エ
ス
ト
で
菅
野
耀
介
先
生

（
15
卒
み
ち
の
く
総
診
Ｃ
所
属
）

か
ら
初
期
研
修
や
後
期
研
修
の
様

子
に
つ
い
て
急
き
ょ
報
告
い
た
だ

き
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間
を
縫
っ

て
の
参
加
に
も
関
わ
ら
ず
学
ん
だ

こ
と
を
簡
潔
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
表

現
し
た
わ
か
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド

で
、
時
間
ピ
ッ
タ
リ
に
研
修
内
容

を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
夜
の
更
け
る
ま
で

懇
親
会
は
副
会
長
の
鹿
島
哲
先

生
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
。
一

人
一
人
が
近
況
や
宮
城
民
医
連
へ

の
想
い
を
報
告
し
あ
い
、
そ
し

て
、
二
次
会
、
三
次
会
と
懐
か
し

い
話
な
ど
で
た
い
へ
ん
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
夜
の
更
け
る
ま
で
続

き
、
最
も
遅
く
ま
で
続
い
た
部
屋

で
は
、
東
の
空
が
明
る
く
な
り
始

め
た
の
を
潮
時
に
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

乾杯の発声は鹿島先生

４
年
後
の
再
会
を 

　
　
　
　

期
し
て
散
会

な
お
、
こ
の
間
の
同
窓
会
の
あ

り
か
た
を
踏
ま
え
た
役
員
の
補
充

（
坂
医
局
長
と
民
医
連
医
師
部
長

が
、
副
会
長
や
幹
事
と
し
て
役
員

を
担
う
。）、
卒
後
研
修
義
務
化
後

の
若
手
医
師
か
ら
の
幹
事
と
し
て

阿
部
理
奈
先
生
が
、
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。
木
村
会
長
、
鹿
島
副

会
長
留
任
の
体
制
で
、
４
年
後
の

再
会
を
期
し
て
翌
朝
、
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

懇親会は
� 和やかに



「お母さんは上に行く日だよ」
私の家族は夫と89才になる義母との３人暮らしです。
義母の介護が始まったのは義父が亡くなってから、３年になります。それまで、

しっかりしていて、死ぬまで大好きな畑仕事して一生を終えるのかと思えるくらい
元気でした。

３年前義父が他界し、義母は一気に年老いて要介護状態となり、現在は要介護３
です。看護小規模多機能居宅介護を利用し週５日は通いです。

そんな母は、朝起きると「今日は日曜日か？」と毎日聞きます。「残念ながら今
日は〇曜日、私は仕事、夫も仕事、お母さんは上に行く日だよ。」上とは、昔は畑
があった裏山が団地になり、義母が嫁いだころは、朝暗いころから働いた場所なの
です。

花がきれいに咲き癒された場所でもあったようです。すると「そうか、行くとこ
ろがあるからおれはいいよねー」と強く拒否することなく、ディサービスへ行く準
備をします。

老いることを考えるようになる

最近では、義母の介護も慣れ、今はお互いストレスなく生活しています。
以前、凄く疲れて帰ったとき、排便後いろんなところ汚しているのを見、激怒し

たことがありました。頭に血が上る感覚を今でも覚えています。思うように体は動
かない、視力は衰える、感覚も衰えてきているのです。

義母の介護を通じて、老いることを考えるようになり、語気を荒げることはなく
すよう努力しました。

そこで出てきた言葉が「お義母さん、お願いだから世界の平和のために、手を上
に挙げて＼（＾ｏ＾）／」義母は「なんのこっちゃ」
というような顔、後ろで夫が大笑い。

「お空の下は良いね～」

週５日デイサービスへ通う義母は大忙し。ゆっ
くり家の庭を見ることもありません。車で通い建
物の中で一日中過ごすのです。土曜日のデイサー
ビスのお迎えは私が当番。

16時に到着したら、車いすで家の周りの花や
木を見て回り、家の前の田んぼ見、畑まで散歩し
太白山をみてきます。義母は「お空の下は良いね
～」と。私にとっても幸せな時間です。

ケアステーションいずみ所長

佐藤　田鶴子

「世界の平和の
� ために…」

義母と一緒に

太白山を望む
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